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軍

事

費

負

担

が

重

荷

1

中

嶋

講

師
…

込
み
とい
う 。
と
の
た
め
六
中
全
会
で
人
民
公

社
政
策
を
再
検
討
す
るζ
と
に
な
り 、
自
留

地・
自
由
市場・
各一戸
前負
は
徐々
に
増
え
て
い

る
が 、
収
益
が
国
庫
に
還
元
す
る
と
と
ろ
ま
で

に
は
至っ
て
い
ない 。

て
郡
小
平
や
胡
偲
邦は 、
昨

年、
庚
闘・
改

革－
M

中図
版
行
政
改
革H
に
荊
手
し 、
毛
沢
東

路
線
の
全
間的
排
除
に
乗
り
出
し
た 。
ま
た
陳

雲 、
周
伝
決
ら
は 、
経
済
政
策
を
縮
小
均
衡
型

に
改
め
た 。
人
口
抑
制
を
主
張
し
て
文
革で
追

放
さ
れ
た
馬
寅初
元
北
京
大
学
学
長
も
復
活
し

た 。
郵
小
平
は 、
か
な
り

危
険
な
カ
ケ
を
やっ

て
い
る
わ
け
だ
が 、
彼は
官
僚
組
織
を
撮っ
て

い
る
の
で
か
な
りの

成
功
を
収め
る
だ
ろ
う 。

一 、
郡
小
平
は 、

年
齢
的
に
も
実
力
を
発
郷

で
き
る
の
は 、
あ
と
四 、
五
年
だ
ろ
う 。
それ

だ
け
にζ
ζ
問 、
五

年の
中
国
の
動
向は
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が 、
う
ま
く

乗
り

切っ

た
場
合 、
中
国
は
徐々
に
ソ
迎
式
の
官
僚主
導

型
国
家
に
変
ぼ
う
し
よ
う 。
し
か
し
官
僚の
締

め
付
け
は
厳
し
く
な
り 、
国
民の
不
満は
依
然

と
し
て
解
消
し
な
い
だ
ろ
う 。
か
と
い
っ
て
ず

る
ず
る
と
資
本
主
義
社
会
に
な
る
と
と
は
考
え

ら
れ
な
い 。

一 、
中聞
は
日
本の
二
十
六
倍の
広い
国土

を
もっ
て
い
る
が 、
耕
地
は
三・
四
l

三・
七

倍に
す
ぎ
ない 。
し
か
も

可
耕
地は
極
度
に
滅

近

く

中

ソ

和

解

に

進

む

可

能

性

も

｜開｜
呉
支
部の
十一
月
懇
談会
は
十
日
午
後五
時

か
ら 、
県
阪
急ホ
テル
に
東
京
外
国
語
大
学
教

授の
中
嶋鎖
雄
氏
を
迎
え
て
聞か
れ
た 。

中
的
制
問
は
「
中
国
の
変
動と
日
本」
の
淡

題
で 、
約一
時
間
半に
わ
た

可
今
夏の
ソ
述 、

モ
ン
ゴ
ル 、
中
国
視
察
旅
行の
見
解
を
もと
に

中 、
ソ
情
勢の
変
化 、
日
本
の
対応
の
仕
方な

ど
につ
い
て
講
演
し
た 。
初
出問要
旨は
次の
と

お
り 。て

今
年の
八
月
か
ら
九
月
上
旬
に
か
けて

六
年
半ぶ
り
に 、
ソ
述
｜モ
ン
ゴ
ル
｜

中
国
の

ん
l
ト

で
旅戸付
し
た 。
ナホ
ト
カ
に
は一
週
間

滞
在
して 、
歩
き
回っ
た
が 、
市
民経
済
は
予

想
以
上
に
ひっ
迫
し
て
い
る
様
子
が
自
に
映っ

た 。
それ
か
ら
ウ
ラ
ン
パ
1
ト

ん
に
入っ
た
が

ソ
速の
軍事
施
設の
地
強ぶ
り
に
は
驚い
た 。

政
治
的
に
も
完
全
に
ソ
連の
影
鰐
下
に
あ
り 、

モ
ン
ゴ
ル
人
自
体も
泊朝
以
来の
反
中
国
でζ

り
固
まっ
て
い
る 。
中
国
が
ソ
速を
餐
戒
す
る

気
持
ち
は
裂
解で
き
る 。
一
方 、
内モ
ン
ゴ
ル

は
完
全
に
中固
化
し
て
お
り 、

分断国
家の
悲

劇
を
か
い
ま
み
た
感じ
だ 。

て
中
国
は
今

年
も
干ばつ
や
洪
水
で 、
農

産
物は
不
足
が
ち
の
よ
う
だ 。
一
方 、
人
口
の

抑
制
政
策は 、
効
果
涛
く 、

年率二・
二
形の

割
合で
増
え
続
け
て
お
り 、
と
の
ま
ま
推
移
す

る
と
今
世
紀
末
に
は 、
二
十
億
人
に
達
す
る
見

っ
て
い
る 。
人
口
の
八
割が
必民で 、
一
人
当

た
りの

設
地
は
十
ア
ー

ル
そと
そと 、
失
業者

は
七
千
万
人 、
G
N
P
は
日
本の
四
十
分の一

だ 。

中国
は
日
本の
経
済
協
力
に
冷
た
い
悠度

を
とっ
て
い
る
が 、
頼
み
と
す
る
米
国
の
資
金

供
与
は
日
本の
半
分
程
度 、
西
独 、
フ
ラ
ン
ス

は 、
シ
ベ
リ
ア
開
発
に
は
金
を
出
すが 、
中
国

に
は
協
力
し
ない
だ
ろ
う 。

一
、

人
口
政
策が
失
敗
し
て
今
世
紀
末
に
二

十
億
人
近
く
に
も
な
る
よ
う
だ
と 、
申
由
は
国

家
と
し
て
の
体裁
を
維
持で
き
な
くな
る
だ
ろ

う 。
前
述
し
た
よ
う
に
ソ
迎経
済
も
芳
し
く
な

い 。
も
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
軍窃
介
入
す
る
と
世

界
中の
除 ．
留
軍
維
持
費は一
自
に
五
千
万
ドル

必
要
と
い
われ 、
ソ
述経
済
は
訓削
減
す
る
だ
ろ

う 。
し
た
がっ
て
中 、
ソ
両
国
は
軍事
費の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
近い
将
来 、
和
解の

方
向
に
進む
可
能
性
が
大
き
く 、

東
北
地
区
で

は
すで
に
その
兆
候
が
み
え
て
い
る 。

一 、
日
本に
は 、
中
国へ
の
プ
ラ
ン
ト

輸
出

が
計
画
ど
お
り

運
ば
な
く
なっ
た
の
で 、
グと

ん
ど
はシ
ベ
リ
ア
開
発
だH
と
簡
単
に
方
向
転

換
を
考
え
が
ち
だ
が 、
軽々
し
く
ロ
に
出
すべ

き
で
は
ない 。
ソ
迎
自
体 、
表
面
的
に
は
日
本

の
政
策
を
批
判
し
て
い
る
が 、
内
心は
日・
ソ

関
係の
改
替
を
希
望
し
て
い
る
と
恩
う 。
そ
う

い
う
と
き
にζ
ち
ら
か
ら
物
欲
し
そ
う
な
態
度

を
み
せ
る
と
と
は 、
ソ
連の
思
うつ
ぼ
に
は
ま

る
と
と
に
な
る 。

中国
や
ソ
迎
に
対
し
て
は 、

十
二
分
にシ
ナ
リ
オ
を
繰
り
あ
げ
た
う
え
で
当

た
る
必
要
が
あ
る 。

小
樽
支
部の
十一
月

例
会は 、
日
本
海
か
ら

雪
混じ
りの

寒
風
が
吹

き
す
さ
ぶ
十二
日
午
後

五
時
半か
ら 、
小
栂
市

北
山間ホ
テル
で
慶
応
大

学
教
授の
深
海博
明
氏

を
講
師
に
迎
え
て
聞
か

れ
た 。
深
海
教
授は
約

三
十
人の
参
加
者
を
前

に
「
石
油エ
ネル
ギ
ー

情
勢の
変
化
と今
後
の

日
本経
済」
と
題
し 、

約一
時
間
半に
わ
たっ

告

て
税
減し
た 。
北
海
道

自

は
既
に
冬
季に
入
り 、

宮

各
家
庭は
石
油
ス
ト
l

E

プ
を
たい
て
い
る
だ
け

自

に
石
油
情
勢へ
の
関
心

は
強
く 、
ま
た
北
海
道

電
力
初の
泊・
共
和
原
発
の
立
地
予
定
地
が
近

く
十二
月
九
日の

第一
次
公
開ヒ
ア
リ
ン
グ
を

前
に
現
地
の
情勢が
緊
迫の
度
を
高めつ
つ
あ

り 、
演
題
は
時
｛且
に
適
し
た
もの
と
い
う
の
が

参
加
者
の
評
価
だっ
た 。
講
演
要
旨
次の
と
お

hリ 。
て
一
九
八
O

年
を
契
機に
経
済
成
長
率の

伸び
とエ
ネル
ギ
ー

消
技
盆の
制慣
が
比
例
す
る

と
い
う 、
と
れ
ま
で
の
H

通
説d
は
完
全
に
夜

え
さ
れ
た 。
そと
で一
部の
学
者は一
九
八
O

年
を
「エ
ネル
ギ
ー

元
年」
と
呼
ん
で
い
る 。

西
側
先
進国
を
例
に
と
る
と 、
八
O

年
に
経

済
成
長
率
は
前

年
比
実
質一
一%
を
記
録
し
た
の

単純な楽観論は禁物

石油情勢で深海慶大教授
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